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【昨日の市況概要】 公示仲値 -

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 144.10 1.1159 160.81 1.3313 0.6810
SYD-NY High 144.45 1.1166 161.15 1.3359 0.6853
SYD-NY Low 143.17 1.1085 159.19 1.3249 0.6799
NY 5:00 PM 143.61 1.1111 159.55 1.3348 0.6838

終値 （前日比） 終値 （前日比）

NY DOW 42,124.65 61.29 日本2年債 - -
NASDAQ 17,974.27 25.95 日本10年債 - -

S&P 5,718.57 16.02 米国2年債 3.5845% ▲0.0107%
日経平均 - - 米国5年債 3.5056% 0.0069%

TOPIX - - 米国10年債 3.7499% 0.0094%
ｼｶｺﾞ日経先物 38,265.00 140.00 独10年債 2.1735% ▲0.0460%

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 8,259.71 29.72 英10年債 3.9195% 0.0180%
DAX 18,846.79 126.78 豪10年債 3.9660% 0.0360%

ﾊﾝｾﾝ指数 18,247.11 ▲ 11.46 USDJPY 1M Vol 11.61% 0.20% 　
上海総合 2,748.92 12.10 USDJPY 3M Vol 11.49% 0.06%

NY金 2,652.50 6.30 USDJPY 6M Vol 10.66% 0.05% 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】
WTI 70.37 ▲ 0.63 USDJPY 1M 25RR ▲1.14% Yen Call Over

CRB指数 284.13 1.74 EURJPY 3M Vol 10.41% 0.13%
ドルインデックス 100.85 0.13 EURJPY 6M Vol 9.91% 0.05%

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：田川・南野

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投資に関する最終決定
は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希望する旨をお申し出ください。
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海外市場のﾄﾞﾙ円は143円台後半でｽﾀｰﾄ。東京市場が祝日で休場の中、144.45まで上昇する場面もあったが、その後は
米金利の低下を受け反落し、143.61ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。午前中に発表された米9月S&Pｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ製造業PMIは予想を下回る
も、ｻｰﾋﾞｽ業PMIが予想以上の伸びを記録した事が好感され、発表後は144.33まで戻す。しかし、その後はｸﾞｰﾙｽﾞﾋﾞｰ･ｼｶ
ｺﾞ連銀総裁の「向こう１年にかけて一段の利下げが実施されることを見込む」との発言を受け伸び悩み、143.60付近まで
反落。午後も米金利が低水準で推移する展開を受け、143.28まで値を下げる。その後はﾄﾞﾙ売り一巡となり、小幅買い戻
され、143.61ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。 一方、海外市場のﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.11台半ばでｽﾀｰﾄ。独9月HCOB製造業PMIが予想を下回った
事や、ﾕｰﾛ圏9月ｻｰﾋﾞｽ業PMIも予想より弱かった内容が嫌気され、発表後は売りが優勢となり、1.1085まで下落。その後
は売り一巡となり、小幅戻し、1.1120ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。午前中は複数のFRB高官のﾊﾄ派発言を受け、ﾄﾞﾙ売り地合いが支
えとなり、1.1143まで戻す。午後はﾄﾞﾙ売り一巡となり、1.1110付近まで反落し、1.1111ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。
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ｱｼﾞｱ時間のﾄﾞﾙ円は144.10ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。本邦休日を受けて動意に乏しい中、午前中はｱｼﾞｱ株の堅調な推移等を背景に
144.45まで上昇。しかし勢いは続かず午後にかけて反落し、144.04ﾚﾍﾞﾙで海外市場へ渡った（香港時間14:30）。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､144.04ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡ｸﾛｽ円の下落を背景に一時143.17ﾚﾍﾞﾙまで売られ､調整を経て結局143.61ﾚ
ﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾕｰﾛﾄﾞﾙは､1.1158ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡仏･独･ﾕｰﾛ圏9月PMI速報値がそれぞれ大幅に落ち込み､1.1085まで
売り込まれる｡その後反発し､結局1.1120ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは､1.3319ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡欧州のPMIを受けて1.3249
まで先行して下落する。その後、英9月PMI速報値が発表され市場予想を下回るが､織り込み済みで反発し､1.3312ﾚﾍﾞﾙで
NYに渡ったPMIが相対的に欧州各国のものほど悪い内容ではなかったためか、対ﾕｰﾛでは終日買われた｡
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【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想
9月20日 08:01 英 GfK消費者信頼感 9月 -20 -13

08:30 日 全国CPI/コア/コアコア 8月 3.0%/2.8%/2.0% 3.0%/2.8%/2.0%
11:52 日 日銀政策金利 - 0.25% 0.25%
15:00 英 小売売上高(除自動車燃料､前月比/前年比) 8月 1.1%/2.3% 0.5%/1.1%
15:00 独 PPI(前月比/前年比) 8月 0.2%/-0.8% 0.0%/-1.0%
21:30 加 小売売上高(前月比) 7月 0.9% 0.6%
23:00 欧 消費者信頼感・速報 9月 -12.9 -13.2

9月21日 03:00 米 ハーカー・フィラデルフィア連銀総裁　講演

9月23日 16:30 独 製造業/ｻｰﾋﾞｽ業/ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄPMI・速報 9月 40.3/50.6/47.2 42.3/51/48.2

17:00 欧 製造業/ｻｰﾋﾞｽ業/ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄPMI・速報 9月 44.8/50.5/48.9 45.7/52.3/50.5
21:00 米 ボスティック・アトランタ連銀総裁　講演
21:10 米 カシュカリ・ミネアポリス連銀総裁　講演
21:30 米 シカゴ連銀全米活動指数 8月 0.12 -0.2
22:45 米 製造業/ｻｰﾋﾞｽ業/ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄPMI・速報 9月 47.0/55.4/54.4 48.6/55.2/54.3

【本日の予定】
Date Time Event 予想 前回

9月24日 13:30 豪 RBAｷｬｯｼｭﾚｰﾄ 24-Sep 4.35% 4.35%
17:00 独 IFO企業景況感/現況/期待指数 9月 86/86/86.4 86.6/86.5/86.8
22:00 米 ボウマンFRB理事　講演 - - -
23:00 米 ｺﾝﾌｧﾚﾝｽﾎﾞｰﾄﾞ消費者信頼感 9月 104 103.3

「我々は中立金利をかなり上回っている」
「今年は50bpsの追加利下げを予想」

「雇用とインフレのリスクはより均衡」

日銀が金融政策決定会合で予想通り政策金利の据え置きを発表した後の植田総裁による記者会見では、経済
物価見通し状況で金融緩和度合いを調整していくことになると述べた一方で利上げを急がないハト派は姿勢を見
せた。これを受けて円売りが広まり、１４４円台半ばを示現した。ただ、その後ウォラーFRB理事が、雇用が悪化す
れば再び50ベーシスの利下げもあり得る、データが軟調になれば利上げのペースが速まる可能性があると述べ
たこと等もドルの重しとなり、植田日銀総裁会見後に急騰した調整も入り、143円台での取引となっている。144円
台から145円台にかけては相応の戻り売り意欲も想定され、ここからは上値が若干重くなりそうである。


